
参加費

■全2回セット 4,400円（税込み） ※学生参加料金はatiseminar@ati-jp.comまでお問合せ下さい。

お申込み方法

① 開催日11/3の3日前までにお申込みください。それ以降のお申込みはご相談ください。
② 参加可能なインターネット環境とデバイスをご準備ください。アプリケーションは『ZOOM』を使用します。
③ 事前に参加人数を決定してください。
④ 右のQRコードを読み取り、お申込みフォームに必要事項を入力し、送信してください。
⑤ オンライン参加の手順、お支払い方法等につきましては、お申込み後のご案内メールにてお知らせいたします。
⑥ Emailにてお申込みの場合は、お名前、お電話番号、ご所属を明記の上、atiseminar@ati-jp.comまでお申込みください。

■主催：株式会社ＡＴＩ（アサヒトラベルインターナショナルは2021年6月より社名をATIへ変更しました。）

■共催：公益財団法人幼少年教育研究所
お問合せ先
〒101-0032 東京都千代田区岩本町2-4-1 神田岩本町プラザビル4階 TEL：03-5829-6396 FAX：03-5829-6397
HP：https://www.ati-jp.com Email：atiseminar@ati-jp.com 営業日：月～金 9:00-17:30（祝日を除く）
Facebook ＆ Instagram アサヒトラベルインターナショナル

子どもも大人も街が好きになる

ピストイアの幼児教育コミュニティー
ピストイアは、レッジョ・エミリアをはじめとするイタリアの幼児教育先進都市の一つで
す。イタリア中部のトスカーナ州に属し、中世の街並みが残る人口９万人の中都
市で発展したピストイア市の幼児教育とはどのようなものなのでしょうか。
子どもたちと街、保護者と街、家族をつなぐ地域全体での教育
に重きを置いた、ヨーロッパでの注目度が高いピストイア市の
幼児教育コミュニティーについて、現地イタリア・ピストイアから
講師をお招きし、オンラインで講演頂きます！

オンライン開催

第1回 オンデマンド配信（約60分） 配信期間：2021年10月25日～11月17日

『ピストイア市幼児教育の歴史と基本情報』
講師：Deborak Cappellini 氏 通訳：Michela Campaner 氏

第2回 2021年11月3日(水) 文化の日
17：00～19：00 イタリアよりzoomライブ配信

『子どもも大人も街が好きになる

ピストイアの幼児教育コミュニティー』
講師：Deborak Cappellini 氏、Federica Taddei 氏
通訳：Michela Campaner 氏

※これまでに実施したピストイア市の保育園、幼児学校の視察研修の様子。

お申し込みフォーム
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講師紹介：

Deborak
Cappellini氏
ピストイア市教育コーディネーター
兼 アリアロッサコーディネーター

第1回 オンデマンド配信（約60分） 配信期間：2021年10月25日～11月17日

『ピストイア市幼児教育の歴史と基本情報』
講演者 ：Deborak Cappellini 氏 通訳：Michela Campaner 氏

講演内容：イタリア・ピストイア市の幼児教育の歴史やそれらの基本情報について、ピストイア市教育コーディ
ネーターのDeborak氏からお話しいただきます。

第2回 11月3日(水)文化の日 17：00～19：00 イタリアよりZOOMライブ配信！

『子どもも大人も街が好きになるピストイアの幼児教育コミュニティー』
講演者 ：Deborak Cappellini 氏、Fedelica Taddei 氏 通訳：Michela Campaner 氏

講演内容：誰もが街を好きになるピストイア市の幼児教育環境は、どのように作られているのか？
幼児期の子どもと街との関わりが生まれるプロジェクトづくり、先生の教育、家族との連携、環境と
教育素材など。レッジョ・エミリアとの関係やピストイア市の幼児教育環境のポイントを教育コーディ
ネーターのお二人から、事例も踏まえ、お話いただきます。

※これまでに実施したピストイア市の保育園、幼児学校の視察研修の様子。

講師紹介：

Federica
Taddei氏
ピストイア市教育コーディネーター
兼 教育サービス担当責任者

キーポイントになる6つの教育理念
① 外部環境とのつながりを良くすること
② 子どもとその家庭があたたかく受け入れられる環境を作ること
③ 子どもの学ぶ権利を守ること
④ 子どもの美的感覚を培うこと
⑤ 教師の専門的、文化的成長も同時に促していくこと
⑥ 家庭の参加を促進すること ピストイアの幼児教育環境の基礎を作り上げた

アンナリア・ガラルディーニ氏の資料より


